
令和５年度も、校長室から日頃の「雑感」をお届けいたします。昨年度は沢山の生徒の

皆さんに校長室に来ていただきお話を伺うことができました。今年度も、感想や談話等の

内容を掲載させていただく予定ですので、ご笑覧いただけましたら幸いです。
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R5. 5. 2 「テニス部が快挙！」

テニス部が春季大会において見事「団体優勝」の栄誉を掴みとりました。お昼休みに、

活躍した５名の皆さんから話を伺うことができました。

３年生主将の伊藤 優翔君とダブルスを組んだのは、同じく３年生副将の小松 瑠玖君。

二人は１年生から苦楽を共にしてきた気心の知れたチームメイト。２０名の部員が在籍す

る大所帯の中で３年生はこの二人だけです。優しさの中にも揺るがない芯を持つ二人だか

らこそ、この素晴らしいチームを創り上げてこられたのでしょう。

２年生の戸嶋 悠人君は小２からテニスを始めたという実力

者。テニスの魅力に惹かれて以来、スポーツと言えばテニス

一筋。そんな戸嶋君でもやはり試合前は緊張するらしく、直

前に音楽を聴いてリラックスするそうです。

２年生の今井 朝陽君と１年生の今井 陽貴君は兄弟でダブ

ルスを組み見事優勝。普段は喧嘩をすることもあるそうです

が、試合になると相手に立ち向かう息はぴったり。この二人

は何とシングルス準決勝でも対戦し、結果、朝陽君が優勝、

陽貴君が３位に輝きました。ハードトレーニングにも耐える

二人の試合は、さぞエキサイティングだったことでしょう。

夏の大会への抱負は、「悔いを残さない試合をすること」「“絶対勝つ”という気持ちを

持ち続けること」。話していても清々しいこの面々の活躍を心から楽しみしています！
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R5. 5.10 「宗祖降誕会」

浄土真宗の開祖親鸞聖人のご誕生をお祝いする「宗祖降誕会」の法要を執り行いました。

４月のお釈迦さまご誕生をお祝いする「花まつり」に続いて、全校生徒が一堂に会しての

法要となりました。

藤平教諭が法話の中で親鸞聖人の生涯についてお話し

くださいました。法然上人との出会いに始まり、己の考

えを深化させていく親鸞聖人の生き様に触れることで、

改めて仏教の真髄を感じ取ることができます。

極楽浄土は自らの力で叶えられるものではなく、阿弥

陀仏の力によって叶えられるものという「他力」の教え、

つまり、阿弥陀仏がすべての人間を往生させてくださる

教えのことを「専修念仏」と言うそうです。

今年は親鸞聖人ご生誕から８５０年目にあたります。悠久なる歴史を少しでも紐解いて

いく中で、不変なる人間のあるべき姿を垣間見ることができるかもしれません。
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R5. 5.10 「生徒総会」

新たな生徒会総務役員の皆さんが中心となり、令和４年度の決算報告及び令和５年度の

予算（案）について話し合う生徒総会が体育館にて行われました、生徒会会計担当者から

の丁寧な説明を受け、すべての案件が承認されました。

また一昨年の生徒会総務役員が作成してくれた「いじめ根絶宣言」

を、副会長の本村 啓州君が読み上げ、いじめのない学校を継続して

いくことを誓い合いました。

より良い学校づくりには、教職員だけでなく、生徒の皆さんの力

が不可決です。一人一人が自らの高校生活を充実させられるよう、

何事にも主体性を持ち前向きに取り組んでくれることを期待してい

ます。今年度も実り多い生徒会運営を願っています！
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R5. 5.10 「壮行会」

今年もいよいよ高体連支部予選会の季節となりました。各団体の主将が体育館壇上で今

大会にかける決意表明をし、呼応し大きな応援の拍手が贈られました。

来週早々には、陸上とテニスを皮切りに様々な施設で

熱戦が繰り広げられます。３年生にとっては高校生最後

の大会となる種目も多いだけに、選手の皆さんには日頃

の練習の成果を存分に発揮し、悔いの残らない試合をし

てきて欲しいものです。

結びに、安藤教頭先生と生徒会長の元山 唯さんから

温かな激励の言葉が贈られ壮行会を終了しました。
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R5. 5.11 「合同企業説明会」

あさひかわ合同企業説明会実行委員会主催の説明会がアートホテルで開催されました。

多種多様な企業約８５社がブースを構える大イベントです。本校からも就職希望者を中心

に２９名の生徒が説明会に参加してきました。事前に興味・関心のある４社を選び、会社

概要や求める社員像、就職試験に合格するための秘訣などを学んできました。

本校では、これまでも同様のイベントへの参加や実際の企業を学校に招いての説明会な

どを計画的に行ってきました。生徒にとっては一生に関わる大切な進路だけに、よく中身

を知った上で選択してもらうことを主眼にしています。

就職希望者にとっては採用試験まであとわずかしかあ

りません。一日一日のこうした主体的体験活動の積み重

ねが最終的に合否を分けることになります。

こうした外での貴重な体験は、学校とはまた異なる成

長を促します。今後も各学年に適した進路関係の取組を

実践していきます。
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R5. 5.11 「関西音楽コンクール」

嬉しいニュースが舞い込んできました。吹奏楽部２年生の野原 桜

生君がコンクールの中でも難関と言われる「関西音楽コンクール」本

選にパーカッションパートの部で出場することが決まりました。

先月行われた照曜コンサートでもパーカーションのソロ演奏を披露

し、高度な技術でいきなり聴衆の度肝を抜きました。

また、入学式退場時の伴奏をドラムだけで行い、その見事な演奏は

式典に華を添えました。

野原君が音楽に関心を持ったのは小学６年、そのことがきっかで中学では吹奏楽に入部。

力の加減や手の動きがそのまま音質につながり、アレンジすることで音の世界が際限なく

広がっていくパーカッションの魅力に取りつかれていったそうです。

「本選では、龍谷特有の力強いサウンドを繊細で緻密なテクニックと掛け合わせて演奏

してきます。」と、誠実に頼もしく応えてくれた野原君を心から応援します！
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R5. 5.16 「当番校業務」

陸上競技の当番校業務を行いました。協会役員や専門委員の皆様から的確なアドバイス

と多大なご協力をいただいたお蔭で、何とか無事やり遂げることができました。

また天候にも恵まれ、全ての競技がほぼ時程どおりに進む中、支部大会新記録も生まれ

るなど話題の多い大会となりましたことも喜ばしい限りです。

開会式では、短距離主将の３年生 柳瀬 拓真君と長距離主将

の３年生 中野 芽衣さんが選手を代表し「宣誓」を行ってくれ

ました。宣誓の内容はもちろん、落ち着きある二人の堂々とし

た態度に、その場に居合わせた役員の皆さんからも多くの賛辞

と拍手をいただきました。

成功裏に終わったいま一つの要因に、ラグビー部員の活躍が

あります。今大会の補助生徒として競技運営に携わってくれま

した。猛暑の中、休みなく一生懸命に動き回ってくれた生徒へ

の労いの言葉を数多くいただきました。

ラグビー部の皆さん、本当にお疲れさまでした！
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R5. 5.18 「テニス部が再び躍動」

１５日から花咲テニスコートで行われた高体連支部予選会で、男子テニス部が団体、シ

ングルス、ダブルスの完全制覇を果たしました。

高体連の先駆けとして行われた種目だけに、他の競技にも大

きな希望と勇気を与えてくれました。

春季大会に続いてのこの快挙に学校も大盛り上がり。昨今、

部員も増大し、テニス人気はうなぎのぼりです。



ダブルスでは、２年生 今井 朝陽君と１年生 今井 陽貴君

ペアが優勝、シングルスでは、弟の陽貴君が個人優勝を手に

しました。今後の兄弟対決も楽しみです。

全道大会は苫小牧で開催されます。再び好成績が収められ

るよう、練習を通してチームとしての士気をさらに高めてく

れることを願っています。
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R5. 5. 22 「柔道部が圧勝！」

１８・１９両日に東光スポーツ公園「武道館」で開催された支部大会で、柔道部が団体

戦８連覇を達成するなど際立つ強さを見せつけてくれました。

個人戦では、60 ㎏級で３年 阿部 柊希君、73 ㎏級で
２年 髙谷 駿君、81 ㎏級で３年 小滝 航二朗君、90 ㎏
級で２年 安孫子 玄徳君、100㎏級で３年 大宮 正義君、

100 ㎏超級で２年 箕浦 裕斗君がそれぞれの階級を制し

ました。

試合になると厳しい表情になる選手も、普段は礼儀

正しく、明るく優しい心を持った生徒ばかりです。

「札幌での全道大会には盤石の布陣で臨み、力を結集して頂点を目指します」と語って

くれるこの子たちを心から応援したいです。
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R5. 5. 26 「女子バレー善戦」

女子バレーが２３日から総合体育館で行われた支部予選を３位で通過し、見事全道大会

の切符を手にしました。

人数不足や怪我に苦しむ時期もありましたが、持ち前の明るさと粘り強さからその壁を

乗り越え、今では部員も１９名にまでなり、強豪校と肩を並べる力もつけてきました。

３年生のキャプテン 岸 華唯来さんは「決勝リーグには積極性

と団結力をもって臨みましたが、武器であるサーブの精度を全体

的に欠いた分、優勝には手が届きまさせんでした」と振り返りま

す。「全道大会までにチームとしてのサーブの精度を高め、練習

してきたボールの緩急をさらに生かせるよう努力します」と力強

く抱負を語ってくれました。

また、今大会の優秀選手に輝いた３年生 加藤 真那さんは「全

道ではブロックも厳しく、より相手の動きを見ながらの攻撃が大

切になると思います。球に緩急を加えるだけでなく、相手の嫌が

るコースを常に狙っていきます」と頼もしい応えも返ってきました。

バレー部は本校の数ある部活動の中でも特に礼節と思いやりを重んじる部です。空知で

開催される全道大会では、技術だけでなく人間的にも素晴らしい一面を是非多くの人たち

に見てもらいたいと思います。
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R5. 5. 29 「男子バドミントン、接戦を制す」

２４日から鷹栖町総合体育館で行われたバドミントン大会、男子が団体で２位通過し、

見事全道出場を決めました。各校とも例年以上にレベルアップした今大会、一つ一つの試

合が手に汗握る接戦となりました。

３年生キャプテンの 阪本 流星君は「試合に出るメンバーは力が拮抗しているので、誰

が出ても最高のパフォーマンスが出来るよう意識して練習に取り組んできました」と大会

前を振り返ります。バドミントン部の特色は、自分が最も強くなると思う練習方法を各自

が考え実践するそうです。「自分との闘いがあってこそスキルアップがあり、そこから相

手に勝てる力が生まれます」と教えてくれました。

ダブルスで３位となった 奥村 亮太君と 澤田 琉聖君

は共に２年生。二人とも、周囲の影響もあり小学生から

バドミントンを始めたそうです。

奥村君は「ダブルスはラリーが早く、羽根に向かって

瞬時に手を動かさなければならない分、二人のポジショ

ニングが難しいです」と、また澤田君は「ちょっとした

動きのミスが相手の得点につながるため、常に意思疎通

を図ることがダブルスの難しさです」と、シングルスとは全く異なる試合展開について詳

しく説明してくれました。

小樽での全道大会には、個々に最高のプレーができるよう万全の準備をして臨みたいと

語ってくれました。年々力をつけてきているバドミントン部の活躍が益々楽しみです。
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R5. 5. 30 「男バス、惜しくも準優勝」

２４日から大雪アリーナで開催されたバスケット支部予選で準優勝となり、北見での全

道出場権を得ました。予選・決勝リーグと順当に勝ち上がり、宿敵との決勝戦で惜しくも

敗れ準優勝となった今大会、前回勝利している相手だけに悔しい敗退ではありますが、全

道でのリベンジを期待したいと思います。

３６名もの選手をまとめる３年生主将の 竹原 秀大君

は「このチームの特色は団結力、常に声を出し合いチー

ム全体を盛り上げ、相手のペースにのまれないことを心

がけています」と言います。言葉の端々に、主将として

の責任感と意識の高さをが伺えます。また、「全道はト

ーナメント形式なので、一戦一戦『絶対に勝つ！』とい

う気持ちを全員で強く持ち臨みます」と力強い決意を語

ってくれました。

今大会で優秀選手に輝いた３年生 寺脇 輝君と 安藤 龍璃君は、大会を通じて秀でた

プレーが認められた、まさにチーム牽引の立役者です。寺脇君は「一人だけの力ではなく

チームとして得点を重ねていくのがバスケットの醍醐味、自分はオフェンスを得意として

いるので切り込んでシュートを決めて時の気持ちは何とも言えません」と語ります。



また安藤君は「３ポイントシュートやリバウンドなど得点に絡む精度をもっと上げてい

き、チームとしてのバリエーションを生かしていくのが今後の課題です」と、三人の全道

に向けた強い意気込みが伝わってきました。
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R5. 5. 30 「女バスも負けじと全道出場」

女バスも男バスに負けず、ここ数年でめきめきと力をつけてきました。決勝リーグでも、

速い動きで相手を苦しめる展開が幾度となく見受けられ、頼もしいチームに成長しました。

今回は３位と優勝こそ逃しましたが、しっかりと全道出場権は得ました。

主将の３年生 青木 萌花さんは「練習ではパスランか

らチャンスを引き寄せることを念頭に取り組んできたこ

とが試合でも出せました。また、３ポイントシュートの

精度も少しずつ上がってきたと思います」と今大会での

成果をあげてくれました。半面、決勝リーグでは「リバ

ンドの成功率が下がり、相手の得点につなげてしまうこ

とが多かったので、全道に向け修正していきたいです」

と抱負を語ってくれました。

また優秀選手に選ばれた鈴木 美羽さんは「自分のプレーが認められての受賞を素直に

嬉しく思います。相手にマークされながらもシュートが決められたことは今後の自信にも

つながります」と喜びを語ってくれました。

チームの流れが悪くなったり、ミスが続いた時は互いに声を掛け合いリセットするとい

う女子バスケットチーム、日頃から仲が良く、明るく楽しいチームと定評があります。
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R5. 5. 30 「校内研修会」

本校では、教職員が常に新しい情報に触れられるよう定期的に校内研修会を実施してい

ます。今回の研修では専門機関から講師をお招きし、主に「推薦入試」についての最新情

報や実践例について学びを深めました。

特に総合型選抜では、大学によって大きく内容が異なるた

め受験生にとっても注意が必要となります。ご承知のように

各大学ではアドミッションポリシー（教育理念、目的、特色

等に応じて受験生に求める能力、適性等についての考え方を

もとめたもの）を明示し、それらを選抜方法や出題内容等に

反映させています。

受験生は各大学の教育理念や特色等に応じ志望選択を行うわけですが、高校から提出す

る調査書や自己推薦書、面接試験などでの「志望理由」と「大学が求める能力、適性等」

が一致していることが重要なポイントとなります。

大学入学者選抜が多様化すればするほど、「進路指導」に加え「進路支援」が必要にな

ることを改めて実感する研修会となりました。６月２８日の父母の会３学年会の中でも進

路についてのお話を予定しています。多数の皆様のご参加をお待ちしています。


